
改訂きりえ沼田かるた 

読み札 絵 札 解    説 

  沼田公園の鐘 楼
しょうろう

の「鐘
かね

」は真田氏二代信
のぶ

吉
よし

が、寛
かん

永
えい

11年（1634）

沼田で鋳 造
ちゅうぞう

させたという。この鐘は天和
てんな

元年（1681）真田氏改易
かいえき

後、

西原新町平等寺
びょうどうじ

に移
うつ

され、明治 31 年（1898）頃から沼田町の時
じ

鐘
しょう

となった。昭和 39年（1964）市
し

庁
ちょう

舎
しゃ

改
かい

築
ちく

の際
さい

鐘楼は取り壊
こわ

された

が、昭和 58年（1983）沼田公園に復
ふく

元
げん

された。 

なお、現
げん

在
ざい

つかれている鐘は複
ふく

製
せい

品
ひん

。本物は、沼田市歴史資
し

料
りょう

館
かん

にある。 
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十一面観
かん

音
のん

像
ぞう

は柳町三光院にあり、 檜
ひのき

材の寄
よせ

木
ぎ

造
づく

りで六臂
ろっぴ

の立
りつ

像
ぞう

、玉眼
がん

。総
そう

高
だか

186.5ｃｍ。墨
ぼく

書
しょ

銘
めい

によると文
ぶん

永
えい

7年（1270）に 彫
ちょう

像
ぞう

に着手、 彫
ちょう

刻
こく

師
し

は快
かい

覚
かく

、発
ほつ

願
がん

者は僧
そう

慶
けい

賢
けん

。伝
でん

承
しょう

によれば、応
おう

永
えい

13 年（1406）に群
ぐん

馬
ま

郡
ぐん

国分の村上出羽守
むらかみでわのかみ

に沼田氏の支城の川田・

名胡桃
なぐる み

両
りょう

城
じょう

を 略
りゃく

奪
だつ

された沼田氏八代景
かげ

朝
とも

は、兵を率
ひき

いて村上を

攻
せ

め亡
ほろ

ぼし、この観
かん

音
のん

像
ぞう

を持ち帰った。その後、真田信
のぶ

澄
すみ

が観音堂

を建て安置した。現
げん

在
ざい

は三光院の 収
しゅう

蔵
ぞう

庫
こ

に安置されている。 

昭和 29年（1954）県指定重要文化財 

  

祭神は素戔嗚尊
すさのおのみこと

。江
え

戸
ど

時代までは牛
ご

頭
ず

天王宮と呼ばれ親しまれた。

9 月 1 日の茅
ち

の輪まつりは初秋の風物詩である。「風
ふ

土
ど

記
き

」による

蘇民将来
そみんしょうらい

の伝説から、茅の輪をくぐると、その年の災
さい

厄
やく

や疫
えき

病
びょう

を

免
まぬが

れるという。本
ほん

殿
でん

裏
うら

の大 欅
けやき

は高さ 25㍍に達し、市街地では 珍
めずら

しい巨
きょ

木
ぼく

である。神
しん

殿
でん

の 傍
かたわ

らに村上鬼城
きじょう

の句
く

碑
ひ

がある。 

「なつかしき沼田の里の茅の輪かな」 
須
す

賀
が

神社の大ケヤキは昭和 29年（1954）県指定天然記念物 

 

 星野あいは明治 17 年（1884）横浜に生まれた。父宗
そう

七
しち

は現戸
と

鹿野
が の

町出身で、横浜で生
き

糸
いと

貿
ぼう

易
えき

業
ぎょう

を 営
いとな

んでいた。あいは生後まもなく

沼田に帰り、沼田小学校に学んだ。兄光多の助けによって横浜のフェ

リス女学校、東京の女子英学 塾
じゅく

を卒業し、アメリカに 留
りゅう

学
がく

。帰国後

母校津
つ

田
だ

塾
じゅく

の 教
きょう

師
し

を勤め、戦後同塾を大学に 昇
しょう

格
かく

させ初代学長と

なった。一生を女子教育に捧
ささ

げ、勲
くん

三
さん

等
とう

宝
ほう

冠
かん

章を授
さず

けられ、昭和 47

年（1972）88歳
さい

で亡
な

くなった。平成元年（1989）沼田市名
めい

誉
よ

市民に顕
けん

彰
しょう

された。 

  

中発
なかほっ

知
ち

町
まち

慶福寺
けいふくじ

参道口、水田を見
み

渡
わた

す高台にあり高さ 15㍍、推
すい

定
てい

樹
じゅ

齢
れい

400年の彼
ひ

岸
がん

桜
ざくら

である。開花が苗
なわ

代
しろ

作りの目安となるので「発

知の苗代桜」として親しまれている。染
そめ

井
い

吉
よし

野
の

桜
ざくら

より少し早目に丘
おか

の上に半円を描
えが

き、青空に広がって咲
さ

くさまは見事である。 

昭和 32年（1957）県指定天然記念物 

 


